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今年の作物は豊作！？

未来をひらき　人もまちも　いきいき輝く　平生

■国民健康保険からのお知らせ（Ｐ２）

■「平生ファン倶楽部」会員を募集（Ｐ３）

■男女共同参画『川柳または一行詩』（Ｐ４）

■町長室の窓（Ｐ５）

■まちの話題（Ｐ６～７）

■情報伝言板（Ｐ12～13）

主な内容

◇発行：平生町役場　〒742-1195 山口県熊毛郡平生町大字平生町210番地の1 Tel0820（56）7111<総務課>

２月23日、曽根平原地区で古くから伝わる作物の豊凶

占い「管
くだ

粥
がゆ

」が、木村
こ む ら

の地蔵尊で行われました。
「管粥」は、５センチ程度に切った竹を米と一緒に釜に
入れて炊き、その竹の中に入る米粒の割合で作物の豊凶や
１年の気候などを占います。
今年も、さまざまな作物の豊凶を占い、丁寧に竹筒を割
っては、結果を紙に記しました。占いによると、今年は雨
量も多く、稲作、畑作、果物ともに豊作のようです。
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■
問
合
せ
先

町
役
場
町
民
課
　
保
険
年
金
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
３

日
本
で
は
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か
の
医
療
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
国
民
皆
保
険
制
度
）

国
民
健
康
保
険
は
、
そ
の
医
療
保
険
の
う
ち
の
ひ
と
つ

で
、
市
区
町
村
ご
と
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
万
一
の
と
き

に
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
加

入
者
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
医
療
費
な
ど
に
充
て
る
助

け
合
い
の
制
度
で
す
。

●
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
人

国
民
健
康
保
険
は
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め
の
制
度
で
す

国
民
健
康
保
険
に
は
、
他
の
医
療
保
険
（
職
場
の
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
に
加
入
し
て
い
る
人
や

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く
、
す
べ
て
の
人
が
加

入
し
ま
す
。

・
お
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
自
営
業
の
人

・
退
職
な
ど
に
よ
り
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
人

・
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
し
て
い
て
、
職
場
の
健

職
場
の
健
康
保
険
と
国
民
健
康
保
険
の
間
で

切
り
替
え
が
あ
る
場
合
に
は
ご
自
身
に
よ
る
届

け
出
が
必
要
で
す
。
自
動
的
に
切
り
替
わ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
届
け
出
は
お
早
め
に

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
前
の
健

康
保
険
が
終
了
し
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
そ
の
分
の
保
険
税

を
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
遡
及
賦
課
）

ま
た
、
脱
退
の
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
国
民

健
康
保
険
と
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
に
二
重
に

加
入
し
て
い
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
両
方
か
ら

保
険
税
（
料
）
を
請
求
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
後
に
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
を
使
用

す
る
と
、
そ
の
と
き
に
国
民
健
康
保
険
が
負
担

し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

健
康
保
険
に
変
更
が
あ
っ
た
ら
、
14
日
以
内

の
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

・
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き

（
退
職
し
た
と
き
）

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
資
格
喪
失
連
絡
票
や
離
職
票
、
退
職
証
明
書
な
ど
）

・
印
章

・
年
金
証
書
（
65
歳
未
満
で
年
金
受
給
者
）

・
同
じ
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
い

る
場
合
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

国
民
健
康
保
険
に

加
入
す
る
と
き
・
や
め
る
と
き
は

必
ず
届
出
が
必
要
で
す

◇
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

・
ほ
か
の
市
区
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き

（
75
歳
に
な
っ
て
対
象
と
な
る
と
き
は
届
け
出
不
要
）

・
職
場
の
健
康
保
険
証
（
脱
退
す
る
人
全
員
分
）

・
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証

・
印
章

届
け
出
に
必
要
な
も
の

康
保
険
に
加
入

し
て
い
な
い
人

・
外
国
人
登
録
を

し
て
い
て
、
１

年
以
上
日
本
に

滞
在
す
る
と
認

め
ら
れ
た
外
国

籍
の
人
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「
平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

町
役
場
総
合
政
策
課
　
Tel
（
５
６
）
７
１
２
０

平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
は
、「
平
生
町
外
の
皆
さ
ま
に
平
生
町
の
魅
力
を
も
っ
と
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
少
し
で
も
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
ら
。」
と
の
想
い
で
、
平
成
12
年
８
月
に
発
足
し
、
現
在

２
１
０
人
が
入
会
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
生
町
外
に
お
住
ま
い
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
町
外
に

お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
、
お
知
り
合
い
の
人
に
、
本
倶
楽
部
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
会
員
特
典

広
報
「
ひ
ら
お
」
や
平
生
町
に
関
す
る
各
種
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

ま
た
、
会
員
専
用
の
ペ
ー
ジ
（
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
年
会
費

１
２
０
０
円
（
途
中
入
会
の
場
合
は
、
１
０
０
円
×
加
入
月
数
）

●
入
会
方
法

電
話
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
お
名
前

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
紹
介
・
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

〒
７
４
２-

１
１
９
５
　
平
生
町
大
字
平
生
町
２
１
０-

１

平
生
フ
ァ
ン
倶
楽
部
事
務
局
（
町
役
場
総
合
政
策
課
内
）
Tel
（
５
６
）
７
１
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
６
）
７
１
２
１
　
Ｅ
メ
ー
ル
　seisak

u
1
@
to
w
n
.h
irao
.lg
.jp

野
菜
の
栽
培
を
通
じ
て
、
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
農
業
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
」
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

野
菜
づ
く
り
が
初
め
て
の
人
で
も
、
月
１
回
程
度
の
「
栽
培
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
運
営
協
議
会
事
務
局
（
町
役
場
経
済
課
内
）
Tel
（
５
６
）
７
１
１
７

「
ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
」

畑
を
た
が
や
し
、
作
物
を
植
え
、
収
穫
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

【
栽
培
教
室
に
つ
い
て
】

野
菜
づ
く
り
が
初
め
て
の
人
も
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
月
１
回
程
度
の
「
栽
培
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫
期
に
は
、
み
な
さ
ん
が
収
穫
し
た
野
菜
を
利
用
し
て
収

穫
祭
」
も
開
催
す
る
予
定
で
す
。

※
栽
培
教
室
開
催
日
は
、
原
則
第
３
土
曜
日
の
午
前
中
で
す
。
栽
培
用
の
テ
キ
ス
ト
も
配

布
し
ま
す
。
ク
ワ
や
移
植
ご
て
な
ど
の
農
具
は
、
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
込
者
の
要
件
】

・
農
業
に
興
味
の
あ
る
、
町
内
ま
た
は
近
郊
に
お
住
ま
い
の
人

・
原
則
と
し
て
、
１
人
１
区
画
ま
た
は
１
世
帯
（
グ
ル
ー
プ
）
１
区
画

・
年
間
を
通
じ
て
利
用
さ
れ
る
人
（
自
分
の
区
画
が
管
理
出
来
る
人
）

【
申
込
方
法
】

希
望
の
人
は
、
町
役
場
経
済
課
に
申
込
書
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
申
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
町
役
場
の
町
民
課
窓
口
に
申
込
書
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

・
募
集
期
限

３
月
26
日
金

（
先
着
順
）

第
３
期
生
募
集
！

●
農
園
の
概
要

・
場
所
　
大
字
大
野
南
（
南
上
・
下
自
治
会
館
付
近
）

・
貸
付
区
画
数
　
25
区
画
（
整
地
済
）

・
貸
付
面
積
　
約
18
㎡
／
区
画

・
使
用
料
（
予
定
）

４
８
０
０
円
（
１
区
画
・
年
間
）

※
別
途
教
材
費
（
苗
代
、
肥
料
代
な
ど
）
が
必
要

・
入
園
日
　
４
月
24
日
土

午
前
９
時
（
予
定
）

・
利
用
期
間
　
平
成
23
年
３
月
末
ま
で

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
任
意
の
地
方
自
治
体
（
都
道
府
県
、
市
町
村

お
よ
び
特
別
区
）
に
寄
附
す
る
こ
と
で
、
住
民
税
な
ど
か
ら
、
寄
附

し
た
金
額
の
一
定
額
が
控
除
で
き
る
制
度
で
す
。

平
生
町
も
こ
の
制
度
を
活
用
し
、「
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
」

と
し
て
、
平
生
町
外
の
人
か
ら
の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
町
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
や
ご
親
戚
、
お
知
り
合
い
の
人

に
、
本
制
度
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
平
生
応
援
寄
附
金
」（
ふ
る
さ

と
納
税
）
で
平
生
町
の
応
援
を
！
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平生小学校

平生小学校がコミュニティ・スクールになって、２年が経過しようとしています。そして、文部科学

省から２年間の研究指定を受けたコミュニティ・スクール推進事業は、間もなく終了します。この２年

間、地域とつながる学校づくりを進める中で、改めて地域を見つめ直し、地域の「ひと」「もの」「こと」

に深く関わることで、いろいろな実践をすることができました。

地域の「ひと」としての学校支援ボランティアには、今年度だけで延べ約800人の方々にご協力いた

だきました。外部講師やゲストティーチャー、見守り、ふれあいなど、いろいろな場面で多くの方々に

ご来校いただき、子どもたちとふれあっていただきました。

地域の「もの」としては、町内の企業や施設、商店、農家など、いろいろなところへ出向き、地域の

特産品などを知ることによって、地域とふれあう活動を行うことができました。

地域の「こと」としては、町内の行事に積極的に参加したり、地域に出かけて「よさこい」をいろい

ろな場で踊ったりすることで、より深く地域の方々に接する機会をいただきました。

何をしていただいても、どこに行かせていただいても、快く

お引き受け、対応していただき、子どもたちにとってますます

地域が身近なものに感じることができました。本当にありがと

うございました。

コミュニティ・スクール推進事業は終了しますが、平生小学

校はこれからも「地域の学校」コミュニティ・スクールとして、

学校・家庭・地域が連働した取り組みを行っていきたいと思い

ます。地域の皆さま、これまでの２年間のご支援・ご協力に感

謝申しあげますとともに、今後も変わらぬご理解・ご協力のほ

ど、よろしくお願いいたします。

つながりのある学校づくり　～地域の「ひと」「もの」「こと」を生かして～

特産品センター感謝祭でヤッチャレ群団の
方々と一緒によさこいを踊る子どもたち

シリーズ（最終回）

『川柳または一行詩』の受賞作品決定！

○優秀賞 女子あっち　男子こっちと決めないで（金福真梨奈）

○優良賞 重いもの　二人で持てば　重くない（池田百合絵）

「平生町『ひろげよう男
ひと

と

女
ひと

』連絡協議会」と平生町の

共催により、昨年の７月から

９月にかけて、「男女共同参

画『川柳または一行詩』」を

募集しました。

男女共同参画の意識啓発の

一環として取り組んでいるこ

の事業も、今年で５回を数え、

今回は316作品もの応募をい

ただくことができました。ご

応募くださいましたみなさま

に心からお礼申しあげます。

審査の結果、受賞作品とし

て特に優れた次の作品を決定

し、２月28日日に開催され

た「平生町男女共同参画フォ

ーラム2010」において表彰

式を行いました。

男女共同参画

【受賞作品（受賞者）】（敬称略）[学生の部]学校編

●最優秀賞

男らしく女らしく生きるより 人間らしく生きたいね
○優秀賞 おとうさん　買い物おねがい　メモわたす（中本悠斗）

○優良賞 父と母　二人で仲よく　家事育児（山本彩花）

●最優秀賞

協力は　男女で奏でる　シンフォニー（木本美帆）

（吉田篤司）

○優秀賞 好きなこと　言える仲間があったかい（藤井幸子）

○優良賞 よい事は 一歩踏み出す勇気持ち 男と女とで住みよい町を（田中千代子）

○優秀賞 手料理に　今日も感謝の　皿洗い（恩田武行）

○優良賞 よい関係　分かり合うより　認め合う（桑原泰樹）

●最優秀賞

大事だね　寄り添う心と思いやり（田中十美衣）

●最優秀賞

みとめあい　持ち味ひかる　男と女（小田忠宏）

[学生の部]家庭編

[一般の部]地域社会編

[一般の部]家庭編



桜
の
開
花
予
想
が
出
そ
ろ
い
、

冷
た
い
風
の
中
に
も
春
の
足
音
が

近
づ
い
て
い
ま
す
。
春
は
別
れ
と

出
会
い
の
季
節
。
感
傷
が
つ
き
も

の
の
別
れ
で
す
が
、
そ
れ
は
同
時

に
新
た
な
出
会
い
の
始
ま
り
で
も

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、秋
篠
宮
家
の
長
女
、

眞
子
さ
ん
が
わ
が
母
校
の
『
国
際

基
督
教
大
学
』
に
進
学
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
大
き
な
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。
こ
の
“
異
色
の
後
輩
”

を
祝
福
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
な
出
会
い
が
彼
女
を
待
っ

て
い
る
の
か
…
、
楽
し
み
で
す
。

こ
の
大
学
は
、
略
称
Ｉ
Ｃ
Ｕ

（
病
院
の
集
中
治
療
室
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）
。
戦
後
の
創
立
で
、
国

際
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
本
で
最

初
の
教
養
学
部
制
の
大
学
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
海
外
か
ら

の
留
学
生
や
帰
国
子
女
も
多
く
、

学
内
で
の
公
用
語
は
英
語
。
１
ク

ラ
ス
20
人
程
度
の
徹
底
し
た
少
人

数
教
育
が
特
徴
の
ユ
ニ
ー
ク
な
大

学
で
す
。
全
国
の
大
学
満
足
度
調

査
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
自
由
闊
達
な
学
風
は

今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

あ
れ
は
、
私
が
中
学
生
の
こ
ろ

（
昭
和
30
年
代
半
ば
）。
戦
前
に
渡

米
し
、
幾
多
の
苦
難
や
逆
境
を
克

服
さ
れ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
教
授

と
な
ら
れ
た
池
田
喜
平
氏
、
そ
の

人
が
退
官
さ
れ
て
帰
国
。
平
生
で

我
が
家
の
３
軒
隣
り
に
居
を
構
え

ら
れ
た
の
で
す
。
ジ
ー
ン
ズ
の
つ

な
ぎ
が
似
合
う
お
じ
い
さ
ん
で
、

温
厚
篤
実
な
人
柄
は
地
域
の
方
か

ら
も
敬
愛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私

は
、
こ
の
先
生
に
か
わ
い
が
っ
て

い
た
だ
き
、
英
語
の
薫
陶
を
受
け

な
が
ら
、
欧
米
の
価
値
観
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
ま
で
…
、
多
感
な
時

代
に
あ
っ
て
、
聞
く
こ
と
学
ぶ
こ

と
一
つ
一
つ
が
ま
ぶ
し
く
、
胸
の

高
鳴
り
を
覚
え
た
も
の
で
す
。
思

え
ば
、
こ
の
池
田
先
生
と
の
出
会

い
が
私
に
と
っ
て
の
“
黒
船
”
で

し
た
。
こ
う
し
て
夢
は
世
界
に
翔

く
中
、
私
は
こ
の
大
学
を
志
し
た

の
で
す
。
こ
の
池
田
先
生
と
の
出

会
い
や
、
そ
の
後
の
山
田
は
じ
め

代
議
士
と
の
運
命
的
な
出
会
い
な

か
り
せ
ば
…
、
私
の
人
生
も
大
き

く
変
わ
っ
た
も
の
に
な
っ
た
で
し

ょ
う
。

人
と
人
と
の
出
会
い
は
、
時
と

し
て
そ
の
人
の
人
生
を
大
き
く
変

え
る
も
の
。

“
出
会
い
が
感
動
を
生
み
、

感
動
が
人
を
動
か
す
”

人
を
動
か
す
の
は
、
決
し
て
難

し
い
理
屈
や
理
論
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
出
会
い
と
感
動
、
大
切
に
し

た
い
も
の
で
す
。

東
京
都
三
鷹
市
の
郊
外
、
武
蔵

野
の
面
影
を
残
す
森
に
囲
ま
れ
た

広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
誇
る
Ｉ
Ｃ

Ｕ
。
き
っ
と
新
鮮
な
出
会
い
が
眞

子
さ
ん
を
待
っ
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

出

会

い
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町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

《価格等縦覧帳簿の縦覧》

●縦覧期間

４月１日～５月31日

（土・日曜日、祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分

●縦覧場所 町役場税務課

●縦覧できる人

固定資産税の納税者

●縦覧に必要なもの

印章（代理人の場合は委任状）

●縦覧内容

納税者が、自己の土地・家屋の価

格と、他の土地・家屋の価格を比較

することができます。

・土地価格等縦覧帳簿

所在地番、地目、地積、価格

・家屋価格等縦覧帳簿

所在地番、家屋番号、種類、

構造、床面積、価格

《固定資産課税台帳の閲覧》

●閲覧期間

４月１日から年間を通じて

（土・日曜日、祝日を除く）

午前８時30分～午後５時15分

●閲覧場所

町役場税務課

佐賀出張所（ＦＡＸによる閲覧）

●閲覧できる人

納税義務者、納税管理人、借地・

借家人等（使用または受益の対象と

なる部分の固定資産に限る）

●閲覧に必要なもの

印章（代理人の場合は委任状、借

地・借家人等については、権利関係

を示す書類（契約書など）の提示が

必要です。）

●閲覧内容

課税台帳に登録されている内容

（評価額、課税標準額、税額など）

平成22年度固定資産税に係る縦
覧・閲覧を次のとおり行います。

固定資産税の縦覧・閲覧

平成22年度固定資産税の第１期の

納期は５月31日月です。納付書は、

５月上旬に送付する予定です。

■問合せ先
町役場税務課　Tel（56）7114
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般若寺の火祭り

２月15日、般若寺で柴燈護摩
さ い と う ご ま

火祭りが行われ、

町内外からの多くの参拝者が集まりました。

本堂での法要後、境内の護摩壇に火がつけられ、

勢いよく燃え上がりました。その後、灰の上を素足

で歩く「火渡りの行」を多くの参拝者が行いました。

優
秀
教
員
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰

平
成
21
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰
式
が
、

１
月
25
日
、
東
京
都
で
行
わ
れ
、
平
生
小
学
校
の
温
品

賢
二
教
諭
が
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
温
品
教
諭
の
道
徳
教
育
へ
の

取
り
組
み
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
２
月
４
日
に

は
町
役
場
を
訪
れ
、
山
田
町
長
に
受
賞
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

昭
和
62
年
か
ら
小
学
校
教
諭
と
し
て
教
育
の
推
進
に

取
り
組
ま
れ
、
近
年
は
教
育
研
修
大
会
で
の
講
師
や
道

徳
の
出
前
授
業
を
他
校
で
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

親と子の料理教室
（２月14日／大野公民館）

勤労青少年ホーム料理教室
（２月10日／保健センター）

料理教室のひとこま

中
山
間
地
域
の
元
気
を
！

２
月
26
日
、
佐
賀
地
区
自
治
会
連
合
会
主
催
で
県
の

「
中
山
間
地
域
元
気
創
出
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」
に

よ
る
講
演
と
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ほ
っ
と

に
し
き
」
の
寺
本
隆
宏
理

事
長
を
講
師
に
招
き
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
行
政
と

協
働
し
た
地
域
の
活
動
に

つ
い
て
の
講
演
を
聞
い
た

参
加
者
は
、
そ
の
後
の
意

見
交
換
で
も
活
発
に
質
問

す
る
な
ど
、
中
山
間
地
域

の
元
気
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
と
も
に
創
り
出
し
て
い

ま
し
た
。

親子料理教室
（２月14日／曽根公民館）
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

川口健治スケッチ画展

町歴史民俗資料館の特別展示「川口健治スケッ

チ画展　思い出の木造校舎」が、２月27日から

同館付属展示室で開催されています。

上関町出身の画家、川口健治氏の晩年の作品で

ある「思い出の木造校舎」は、昭和30年代の県

内小中学校を描いたもので、今回の展示は町内の

小中学校を中心に、近隣市町のものもあわせて展

示しています。（スケッチ画は複写です。）この特

別展示は、３月28日まで行われています。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会

２
月
21
日
、
平
成
21
年
度
平

生
町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
町
体
育
館
で
開
か
れ
、
一

般
13
チ
ー
ム
、
小
学
生
２
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎
一
般
の
部

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位

Ｊ-

ぴ
ん

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位

ソ
フ
テ
ィ
ー
ズ

・
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
　
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ

◎
小
学
生
の
部

・
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

地
場
産
食
材
を
学
ぶ

ＡＥＤを寄贈

AEDとは、事故や病気で心臓が停止したなど

の際、心臓に電気ショックを与え正常な状態に戻

すための医療器具です。電源を入れると音声ガイ

ドが始まり、操作方法も教えてくれるため一般の

人でも簡単に使用可能です。電気ショックが必要

かどうかも自動解析してくれます。

寄贈などによってＡＥＤが備え付けてある町内

の公共施設は次のとおりです。

町役場本庁舎、佐賀出張所、町体育館、町保健

センター、曽根・大野公民館、平生中学校、平

生・佐賀小学校、平生幼稚園、平生・宇佐木・佐

賀保育園、中央児童館、佐合島（渡船待合所）

２月９日、日本赤十字社山口県支部から、町に

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）が寄贈されました。

寄贈していただいたＡＥＤは、曽根公民館に設

置することになり、同日、地域住民を対象にＡＥ

Ｄ講習会も開かれました。

日
赤
職
員
（
右
）
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
受
け
取
る
松
村
公
民
館
長

月
29
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
場
産
食
材
の
学
習
を
行
う
取
り
組

み
も
今
年
で
６
回
目
。
食
育
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
大
田
一
利
さ
ん
（
曽
根
）
と
中

本
和
子
さ
ん
（
大
野
南
）
を
講
師
に
招

い
て
、
児
童
は
、
町
の
農
業
や
栽
培
し

て
い
る
イ
チ
ゴ
、
旬
の
野
菜
の
こ
と
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
の
給
食
に
は
、
新
鮮
な
地
場

産
食
材
を
使
っ
た
献
立
が
な
ら
び
、
地

場
産
食
材
の
お
い
し
さ
を
笑
顔
で
味
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

平
生
小
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し
た
「
地
場
産
給
食
の
日
」
が
、
１
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あ
な
た
の
こ
こ
ろ
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
、
体
調

の
変
化
だ
け
で
な
く
こ
こ
ろ
の
健

康
も
崩
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
た
と
え
ば
「
こ
こ
ろ
の

風
邪
」
と
い
わ
れ
て
い
る
う
つ
病

は
、
適
切
な
治
療
を
受
け
な
い
と

自
殺
な
ど
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ

り
、
安
易
に
考
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
症
状
に
な

か
な
か
気
が
つ
き
に
く
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
う
つ
病
は
き
ち
ん

と
治
療
す
る
こ
と
で
回
復
で
き
る

病
気
で
す
の
で
、
で
き
る
か
ぎ
り

早
め
に
専
門
医
に
受
診
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。あ
な
た
の
周
り
に
、

最
近
元
気
が
な
い
よ
う
に
見
え
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
？
　
誰
か
に
話

を
聞
い
て
も
ら
う
だ
け
で
も
気
持

ち
が
少
し
楽
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
あ
な
た
や
家
族
だ
け
で
抱

え
込
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

No.585

おなかにやさしく、ローカロリーでも食べごたえ

があります。

《材　料》　８個分

《作り方》

①キャベツの葉はゆでて冷まし、芯を除く。

②豆腐は水切りする。ひじきは水で戻す。シイタケ

と玉ネギはみじん切りにする。

③鶏ひき肉、②とみそを混ぜ合わせて８等分にし、

①のキャベツで巻いて包む。

④鍋にだし汁、ショウガの千切り、Aの調味料を入

れて温め、③を入れて中火で煮込む。

キャベツの葉　　　８枚

鶏ひき肉　　　 200ｇ

豆腐　　　　　１/２丁

ひじき（乾） ３ｇ

シイタケ　　　　　２枚

玉ネギ　　　　　 1/4個

味噌　　　　　大さじ１

だし汁　　　　２カップ

ショウガ　　　　　１片

酒　　　　大さじ３

みりん　　大さじ１

しょうゆ　大さじ１

和風ロールキャベツ

Ａ

【
う
つ
病
を
疑
う
サ
イ
ン
】

●
あ
な
た
の
周
り
に
い
ま
せ
ん
か
？

（
周
囲
が
気
づ
く
変
化
）

・
以
前
と
比
べ
て
表
情
が
暗
く
、
元
気
が

な
い

・
体
調
不
良
の
訴
え
が
多
く
な
る

・
周
囲
と
の
交
流
を
避
け
る
よ
う
に
な
る

・
仕
事
や
家
事
の
能
率
が
低
下
し
、
ミ
ス

が
増
え
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

※
思
春
期
・
ス
ト
レ
ス
相
談
、
こ
こ
ろ
の
相
談
の
相
談
日
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広
報
ひ
ら
お
「
柳

井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
日
」
欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
の
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広
報
ひ
ら
お
「
ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
欄
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

（
自
分
が
気
づ
く
変
化
）

・
悲
し
い
、
憂
鬱
な
気
分
、
沈
ん
だ
気
分

・
何
事
も
お
っ
く
う
で
、
や
る
気
が
お
き

ず
、
楽
し
く
な
い

・
だ
る
い
、
食
欲
が
な
い

・
寝
つ
き
が
悪
く
、
朝
早
く
目
覚
め
る

・
自
分
は
価
値
が
な
い
と
感
じ
る

・
心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
考
え
が

堂
々
め
ぐ
り
す
る
　
　
　
　
　
　
な
ど
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No. 175

ご
利
用
く
だ
さ
い
！
出
前
講
座

〜
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
〜

平
生
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

み
な
さ
ん
、
平
生
町
の
「
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
も
う
、
利

用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
、

中
に
は
、
何
度
も
利
用
し
た
こ
と

が
あ
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
出
前
講
座
は
、
町
役
場
の

仕
事
に
か
か
わ
る
内
容
を
も
と
に

講
座
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成
し
、
町
職

員
な
ど
が
講
師
と
な
っ
て
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
に
役
立

つ
お
話
を
お
届
け
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

平
成
21
年
度
は
、
町
内
の
自
治

会
内
の
各
班
へ
の
回
覧
も
行
い
、

各
種
団
体
か
ら
の
ご
利
用
が
あ
り

ま
し
た
。
自
治
会
や
公
民
館
関
係

団
体
か
ら
の
依
頼
で
多
い
の
は
、

健
康
関
係
や
防
災
関
係
に
つ
い
て

の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
町
民
の
み
な

さ
ん
の
生
活
に
直
結
し
た
も
の
が

や
は
り
活
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
こ
の
講
座
は
学
校
を

対
象
と
し
た
別
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り

ま
す
。
１
つ
の
講
座
で
も
、
学
年

に
合
わ
せ
た
内
容
に
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

年
度
末
を
迎
え
、
町
役
場
の
各

課
で
平
成
21
年
度
　
平
生
町
「
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」

の
見
直
し
を
し
、
新
年
度
に
向
け

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
３
月
中
は
も
ち
ろ
ん

今
年
度
の
内
容
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
が
、
４
月
か
ら
の
新
年
度

の
講
座
メ
ニ
ュ
ー
に
も
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

講
座
の
チ
ラ
シ
は
、
町
役
場
や

教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
な
ど
、

公
共
施
設
に
設
置
し
て
お
り
ま

す
。
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
の
条

件
な
ど
も
記
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
講
座
の
チ
ラ
シ
は
、
町
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。U

R
L

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.h
irao

.lg
.jp
/

【
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
∨
平
生
町
機
構
図

∨
教
育
委
員
会
（
社
会
教
育
課
）
∨

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
】
）

今
年
度
に
引
き
続
き
来
年
度

も
、
職
員
一
同
、
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

Tel
（
５
６
）
６
０
８
３

《一般書》

図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図図図図書書書書館館館館
だだだだよよよよりりりり

平生図書館　Tel（56）2310
【開館時間】午前９時～午後５時15分

３月…21日（日/春分の日）、22日（月/振替休日）、29日月、31日（水/月末整理日）
４月…５日月、12日月

《児童書》

北帰行

佐々木　譲　著

東京アクアリウム

小池真理子　著

ちゅーちゅー

宮西達也　作・絵

ゆうれいパティシエ事件

斉藤　洋　作

ご寄付ありがとうございました

い
と
う
ひ
ろ
し

画
（
童
心
社
）

ぼ
く
の
お
と
う
と

眞工金属株平生工場（平生町曽根）から子どもの読書活動へのご支援
として図書購入費10万円をご寄付いただきました。
本町では、一昨年「平生町子ども読書活動推進計画」を策定し、子ど

もの読書活動の推進を図るため児童書の整備充実に努めています。子ど
もにとって読書は、豊かな情操を育むとともに、人間形成の上で大きな
役割を担っています。今回のご寄付で乳幼児から小学生・中学生・高校
生を対象にした本を76冊購入させていただきました。図書館玄関正面に
コーナーを設けておりますので、ぜひご利用ください。

岡
田
　
淳

作
（
理
論
社
）

霧
の
森
と
な
ぞ
の
声

藤
　
真
知
子

作
（
岩
崎
書
店
）

に
じ
の
プ
リ
ン
セ
ス

チ
ビ
ま
じ
ょ
チ
ャ
ミ
ー
と

△平成21年度　生涯学習まちづくり出前講座
配布チラシの表紙
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《保護者の皆さんへ》
お子さんと一緒に通学路を歩いてみましょ

う！大人が見本となって、正しい交通ルールを

教えることが大切です。

☆交通安全指導のポイント☆

・横断歩道を必ず利用する

・横断する前には必ず一旦立ち止まる

・近づいてくる車が見えたら、渡るのを待つ

・車が通りすぎても安心せず、もう一度周囲の

【交通安全標語】

《ドライバーの皆さんへ》
新年度のこの時期は、通学に

慣れていない新入生も歩いてい

ます。

新入学時期の交通事故防止

飲酒運転　叱
しか

る 友 こ そ 　 真 の 友 （平成21年「交通安全年間スローガン」）

賃貸アパートを退去するのに、畳・ふすまなどの全面張替え

やハウスクリーニングの費用は、借主の負担であると貸主から

言われました。これらの費用は、本当に借主が全額負担しなけ

ればならないのでしょうか。

状況にもよりますが、一般的な基準として、借主の不注意に

よる損耗は借主の負担、経年劣化や通常損耗については貸主の

負担となります。貸主から補修の明細を取り寄せ、国土交通省

の｢原状回復をめぐるトラブルとガイドライン｣などを参考に、

納得いかない部分については、減額交渉をしましょう。

アパートを退去する際、借主は元の状態にして明け渡す原状回復

義務があります。この原状回復義務をめぐってのトラブルが多いこ

とから、国土交通省は｢原状回復をめぐるトラブルとガイドライン｣

を作成し、原状回復の定義と費用負担について一般的な基準を示し

ています。

その中では、原状回復義務とは借りた当時の状態に戻すことでは

なく、経年劣化や通常損耗であれば、特約が有効である場合を除き、

そのまま貸主に返還すればよいとしています。

しかし、このようなトラブルを避けるためには、契約する前に退

去時の原状回復など契約内容をしっかりと確認することが大切で

す。また、入退去時には、貸主と借主双方が立ち会い、物件の状況

を確認するようにしましょう。

◆◇ワンポイント◇◆

アパート退去時のトラブルについて

相
　
談

ア
ド
バ
イ
ス

安全を確認する

・青信号でも、車が止まったこ

と・いないことを確かめてから

渡る

・登下校の途中でふざけない

・道路で遊ばない

な運転を！

・道路脇にボールなどの遊具や自

転車があるときは要注意！

・電柱や立て看板、駐車車両の陰

にも目配りを！

◆子どもの姿を見かけたらスピードを落とし、

その動きに注意し ましょう

◆「姿の見えない」子どもにも注意しましょう

・学校や公園の近くでは、速度を落とし、慎重
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〔ミュージックチャイムの曲名〕

６：00 春がきた　　12：00 平生町の歌　　17：00 夕やけこやけ　　22：00 贈る言葉

柳井健康福祉センター相談日
〔柳井市古開作／Tel（２２）３６３１〕

●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》

４月14日水 10：00～11：00

●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》

４月14日水 ９：00～10：00

●発達クリニック（乳幼児）《要予約（１週間前まで）》

４月８日木 13：00～16：00

●ＨＩＶ抗体検査《要予約（前日まで）》

※当日検査結果がわかります（１日５人限定）

４月14日水 13：00～15：30

●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》

３月16日火 13：00～14：00

休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所

柳井市中央１丁目５番３号

Tel（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診

療は受けられない場合があります。

場所：イズミゆめタウン柳井　２階ベビー服売り場前
日時：３月13日土　午後１時～５時
内容：血圧測定、体重･体脂肪測定、健康相談、

乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部事務局
Tel 0820（78）0310「まちの保健室」

受付時間
毎日 午後７時～10時

Tel ＃8000 または Tel 083（921）2755（携帯電話も可）

山口県精神科
救急情報センター

Tel 0836（58）4455（24時間対応）

こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

肝臓機能障害による身体障害者手帳の交付について

小児救急電話相談

平成22年４月１日から、身体障害者福祉法に規定する身体障害の対象に「肝臓機能障害」が追加されま

す。これにより、肝臓機能障害が身体障害者手帳の交付対象になります。

（なお、身体障害者手帳の交付申請については、２月１日から受付を開始しております。）

●対象者 ・肝臓機能障害が重症化し、治療による症状の改善が見込めず回復困難な状況にあって、日常

生活に支障をきたしている人。

・肝臓移植を受け抗免疫療法を受けている人

●認定基準　肝臓機能障害の重症度分類であるChild-Pugh分類によるグレードＣ（重度）に該当する状態

※Child-Pugh分類：肝性脳症、腹水、

血清アルブミン値、プロトロンビン

時間、血清総ビリルビン値によって

肝臓機能障害の重症度を評価します。

が３カ月以上継続の人が、おおむね身体障害者手帳の交付対象となりま

す。（診断前６カ月間にアルコール摂取している人は対象外となります。）

ご自身の症状および状態が認定基準に該当するかどうかについては、

かかりつけの医師または指定医のいる医療機関などにご相談ください。

●申請手続き 申請書、診断書、写真２枚（たて４cm×よこ３cm）、印章

（診断書は専用様式に身体障害者手帳指定医が作成したものに限ります。町役場健康福祉課にあります。）

■問合せ先 町役場健康福祉課　Tel（５６）７１１５
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

●
募
集
職
種

《
大
学
卒
業
等
程
度
》

①
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
②
国
税
専
門
官

③
労
働
基
準
監
督
官
④
国
家
公
務
員

Ⅱ
種
⑤
法
務
教
官

《
高
等
学
校
卒
業
程
度
》

⑥
海
上
保
安
学
校
学
生
（
特
別
）

●
受
験
資
格

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
も
し
く
は
平

成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

卒
・
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
大
卒
見

込
・
同
等
の
人
②
③
昭
和
56
年
４
月

２
日
〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま

れ
、
も
し
く
は
平
成
元
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
大
卒
・
平
成
23
年
３

月
ま
で
に
大
卒
見
込
・
同
等
の
人
④

⑤
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
元
年

４
月
１
日
生
ま
れ
、
も
し
く
は
平
成

元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

卒
・
短
大
卒
・
高
専
卒
・
平
成
23
年

３
月
ま
で
に
こ
れ
ら
卒
業
見
込
・
同

等
の
人
⑥
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
高
卒
・
中
卒
・
高
専
の
第

３
学
年
課
程
修
了
・
平
成
22
年
９
月

ま
で
に
こ
れ
ら
卒
業
見
込
・
同
等
の

人

平
成
22
年
度
前
期
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・
乙

種
・
丙
種
）

●
日
時

６
月
13
日
日

●
場
所
　
県
内
各
市

●
受
験
資
格

甲
種
以
外
は
誰
で
も

受
験
で
き
ま
す

●
受
付
期
間

書
面
申
請
　
４
月
９

日
金
〜
20
日
火
／
電
子
申
請
　
４
月

６
日
火
〜
17
日
土
（
財
消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
　h

ttp
://w

w
w
.sh
o

u
b
o
-sh
ik
e
n
.o
r.jp
/

）

◇
準
備
講
習
会
（
乙
種
第
４
類
受
験

者
を
対
象
）

・
日
時
　
５
月
20
日
木
、
21
日
金

・
場
所
　
柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

・
定
員
　
40
人

・
受
講
料
　
危
険
物
安
全
協
会
会
員

５
５
０
０
円
、
非
会
員
８
５
０
０
円

・
申
し
込
み
　
最
寄
り
消
防
機
関
に

備
え
付
け
の
受
講
申
込
書
を
願
書
受

付
期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
そ
の
他
　
柳
井
市
に
お
い
て
は
乙

種
第
４
類
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
す

■
問
合
せ
先

柳
井
地
区
広
域
消
防
組
合
　
消
防

本
部
予
防
課

Tel
（
２
３
）
７
７
７
４

自
衛
官
募
集

◎
予
備
自
衛
官
補

●
受
験
資
格（
日
本
国
籍
を
有
す
る
）

・
一
般
公
募
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

・
技
能
公
募
　
18
歳
以
上
で
、
保
有

す
る
資
格
に
応
じ
て
53
〜
55
歳
未
満

●
受
付
期
限

４
月
９
日
金

◎
幹
部
候
補
生

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
23
年
４

月
１
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

（
大
学
院
修
士
学
位
を
受
け
た
人
は

28
歳
未
満
）
、
も
し
く
は
20
歳
以
上

22
歳
未
満
で
大
卒
の
人

●
受
付
期
間

４
月
１
日
木
〜
５
月
10
日
月

●
受
付
期
間
（
第
１
次
試
験
日
）

①
４
月
１
日
木
〜
８
日
木
【
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
４
月
３
日
土
ま
で
】

（
５
月
２
日
日
）
②
③
⑤
４
月
１
日

木
〜
14
日
水
（
６
月
13
日
日
）
④
４

月
12
日
月
〜
21
日
水
【
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
４
月
10
日
土
〜
14
日
水
】

（
６
月
20
日
日
）
⑥
４
月
１
日
木
〜

８
日
木
（
５
月
16
日
日
）

■
問
合
せ
先

人
事
院
中
国
事
務
局

Tel
０
８
２
（
２
２
８
）
１
１
８
３

「
く
ら
し
の
安
心
推
進
員
」

「
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

●
活
動
内
容

①
く
ら
し
の
安
心
推
進
員

消
費
生
活
に
対
す
る
意
見
や
情
報

提
供
、
各
種
調
査
な
ど

②
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー

食
品
表
示
や
食
品
衛
生
に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど

●
応
募
資
格

県
内
に
住
む
18
歳
以
上
の
人

●
任
期

委
嘱
し
た
日
〜
平
成
23
年

３
月
31
日

●
募
集
人
員

①
39
人
②
40
人

●
応
募
方
法

応
募
申
込
用
紙
を
町

役
場
経
済
課
に
提
出
（
郵
送
可
）

●
応
募
期
限

４
月
９
日
金（
必
着
）

■
問
合
せ
先

①
山
口
県
県
民
生
活
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
６
０
８

②
山
口
県
生
活
衛
生
課

Tel
０
８
３
（
９
３
３
）
２
９
７
４

平
成
22
年
度

電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
募
集

●
応
募
資
格
　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
興

味
が
あ
り
、
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
別
途
20
人

を
選
考
）
へ
の
出
席
が
可
能
な
20
歳

以
上
の
人
。（
活
動
は
10
カ
月
間
。）

●
募
集
人
員

中
国
５
県
で
１
０
０

人
（
謝
礼
あ
り
）

●
応
募
方
法

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
い

ず
れ
か
に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
明

記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
性
別
、

職
業
、
応
募
動
機
、
募
集
を
知
っ
た

媒
体
を
書
い
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

４
月
２
日
金
（
消
印
有
効
）

■
応
募
お
よ
び
問
合
せ
先

総
務
省
　
中
国
総
合
通
信
局
　
電

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

防
衛
省
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本

部
　
柳
井
地
域
事
務
所

Tel
（
２
２
）
８
１
９
９
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＜ 以下は広告欄です ＞

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ

相
　
　
談

「
表
示
登
記
の
日
」
無
料
相
談

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で

は
、
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

４
月
１
日
木
　
午
前
９
時

〜
午
後
３
時

●
場
所

柳
井
文
化
福
祉
会
館

●
相
談
内
容
　
土
地
（
分
筆
・
合

筆
・
地
目
変
更
・
土
地
の
面
積
な
ど

の
更
正
・
土
地
の
境
界
に
つ
い

て
）
／
建
物
（
新
築
・
増
築
・
取
り

こ
わ
し
・
分
割
・
区
分
な
ど
）

●
相
談
員

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員

■
問
合
せ
先

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

Tel
０
８
３
（
９
２
２
）
５
９
７
５

古
い
電
話
帳
の
回
収
に
ご
協
力
を

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
新
し
い

電
話
帳
を
お
届
け
す
る
際
に
古
い
電

話
帳
を
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
を
新
し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

３
月
に
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

し
た
際
に
は
、
配
達
員
に
古
い
電
話

帳
を
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

◇
電
話
帳
の
広
告
料
金
請
求
書
に
ご

注
意
を

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
や
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
広
告
の
切
り
抜

き
を
貼
り
付
け
し
た
電
話
帳
広
告
料

金
請
求
書
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が

の
請
求
書
と
は
無
関
係
で
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

少
し
で
も
不
審

に
思
っ
た
ら
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

Tel
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

平生町育英基金貸付のご案内
平成22年度の平生町育英基金の申込者を次のとおり

募集します。

●貸付対象者（町内在住で次のすべてに該当する人）
・高校、大学（短大を含む）またはこれに準ずる学校の
生徒・学生
・学費の支出が困難な人（家族の所得および構成が基準）
・人物、学業ともに優れた人
・日本学生支援機構（日本育英会）、山口県ひとづくり
財団奨学センター（山口県奨学会）などの貸付を受け
ない人
●貸付金額 高校：月額１２,０００円

大学：月額４０,０００円
●申込期限 ４月９日金
●提出書類 申込書、推薦書（町教育委員会に備え付け

の様式）、成績証明書、住民票謄本
●償還方法 無利子・10年以内（うち６カ月据置後）
●その他 現在、在学中の生徒・学生も対象になります

■問合せ先 町教育委員会　Tel（56）6083

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

●
日
時

４
月
３
日
土

午
前
10
時

〜
午
後
４
時

●
相
談
受
付
電
話
番
号

Tel
０
１
２
０
（
０
０
３
）
８
２
１

●
相
談
内
容

消
費
者
金
融
・
信
販
会
社
・
銀
行

な
ど
へ
の
返
済
で
お
困
り
の
人
に
、

債
務
整
理
手
続
や
司
法
書
士
事
務
所

紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

■
主
催
お
よ
び
問
合
せ
先

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
　

相
談
会
担
当

Tel
０
８
３
７
（
５
２
）
２
２
０
５

安
全
衛
生
講
習
会

◇
玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）

学
科
　
４
月
７
、
８
日
（
ホ
テ
ル

松
原
屋
）
／
実
技
　
４
月
12
〜
14
日

の
内
１
日
（
下
松
市
　
Ｋ
Ｙ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
株
玉
鶴
工
場
）

◇
職
長
教
育

●
日
程
（
場
所
）

４
月
26
、
27
日
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）

■
問
合
せ
先

社
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

Tel
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

気
通
信
事
業
課
（
〒
７
３
０-

８
７

９
５
広
島
市
中
区
東
白
島
町
19-

36
）

Tel
０
８
２
（
２
２
２
）
３
３
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
２
（
５
０
２
）
８
１
５
２

ch
u
g
ok
u
-m
on
itor@

sou
m
u
.g
o.jp

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

へ
、
第
９
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
対
象
者

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け

て
い
た
人
が
平
成
17
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
21
年
３
月
31
日
の
間
に
亡
く

な
る
な
ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成

21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助

料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
い

な
い
場
合
に
、
ご
遺
族
の
う
ち
の
１

人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
支
給
に
は
優
先
順
位
な
ど
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
内
容

額
面
24
万
円
、
６
年

償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
限

平
成
24
年
４
月
２
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
請
求
窓
口
お
よ
び
問
合
せ
先

町
役
場
健
康
福
祉
課
社
会
福
祉
班

Tel
（
５
６
）
７
１
１
５
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《３月16日～４月15日》

平生町民憲章
わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ

ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
わたくしたち　平生町民は

1 自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1 スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1 思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1 勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1 文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平
生
中
学
校
　
宮
本
朋
弥

平
生
中
学
校
　
岩
木
夏
月

「
す
こ
や
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」

ポ
ス
タ
ー
・
標
語

標
語
最
優
秀
作
品

ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品

守
り
ま
し
ょ
う

街
の
ル
ー
ル
と

家
庭
の
ル
ー
ル

平成21年度特別展示「川口健治スケッチ画展　想い出の木造校舎」開催中（～３月28日）町歴史民俗資料館
【開館時間】午前９時～午後４時 【休館日（～３月28日）】３月15日月、21日祝、22日月


